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令
和
元
年
度
男
女
共
同
参
画
推
進
講
座

令
和
二
年
二
月
二
十
四
日

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

万
葉
集
の
歌
に
み
る
男
女

～
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
～

北

川

和

秀

◎
イ
ン
ト
ロ
を
兼
ね
て
～
「
令
和
」
と
万
葉
集

１
．
梅
花
の
歌
三
十
二
首

①
元
号
「
令
和
」
は
万
葉
集
巻
五
に
収
録
さ
れ
た
梅
花
宴
歌
三
十
二
首
の
序
文
か
ら
採
ら
れ
た
。

②
万
葉
集
の
歌
の
中
で
序
文
を
伴
う
の
は
巻
五
の
特
徴
。

＊
歌
の
前
に
題
詞
の
付
い
て
い
る
作
品
は
多
い
。

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
歌
一
首

・
淡
海
の
海
夕
波
千
鳥
汝
が
鳴
け
ば

情

も
し
の
に

古

思
ほ
ゆ
（
三
・
二
六
六
）

あ

ふ

み

な

こ
こ
ろ

い
に
し
へ

＊
題
詞
と
歌
と
の
間
に
漢
文
の
序
の
あ
る
歌
も
あ
る
（
た
だ
し
、
序
文
の
あ
る
作
品
は
ほ
ぼ
巻

五
に
限
定
。
他
巻
で
は
大
伴
家
持
な
ど
の
作
に
わ
ず
か
に
あ
る
程
度
）

子
等
を
思
ふ
歌
一
首

序
を

并

せ
た
り

あ
は

釈
迦
如
来
い
、
金
口
に
正
に
説
き
た
ま
は
く
、
等
し
く
衆
生
を
思
ふ
こ
と
、
羅

羅
の

こ
ん

く

ら

ご

ら

如
し
と
の
た
ま
へ
り
。
又
説
き
た
ま
は
く
、
愛
は
子
に
過
ぎ
た
り
と
い
ふ
こ
と
無
し
と

の
た
ま
へ
り
。
至
極
の
大
聖
す
ら
尚
し
子
を

愛

し
ぶ
る
心
あ
り
。
況
む
や
世
間
の

蒼

う
つ
く

い
は

よ
の
な
か

あ
を
ひ

生

の
、
誰
か
は
子
を

愛

し
び
ず
あ
ら
め
や
。

と
く
さ

う
つ
く

・
瓜
食
め
ば

子
ど
も
思
ほ
ゆ

栗
食
め
ば

ま
し
て
偲
は
ゆ

何
処
よ
り

来
り
し
も
の

は

し
ぬ

い

づ

く

そ

眼
交
に
も
と
な
懸
り
て

安
眠
し
寝
さ
ぬ
（
五
・
八
〇
二
）

ま
な
か
ひ

か
か

や
す

い

な

反
歌

・

銀

も

金

も
玉
も
何
せ
む
に
勝
れ
る
宝
子
に
及
か
め
や
も
（
八
〇
三
）

し
ろ
か
ね

く
が
ね

ま
さ

し

③
梅
花
の
歌
が
よ
ま
れ
た
の
は
大
宰
府
の
大
伴
旅
人
の
邸
。
大
宰
府
は
九
州
に
置
か
れ
た
朝
廷
の

出
先
機
関
で
、
「
遠
の
朝
廷
」
と
呼
ば
れ
た
。
当
時
の
長
官
は
大
伴
旅
人
。
中
納
言
で
兼
ね
て

と
お

み

か

ど

い
た
。

④
天
平
二
年
正
月
十
三
日
に
大
伴
旅
人
邸
で
梅
花
の
宴
が
催
さ
れ
た
。

⑤
こ
の
日
は
現
代
の
太
陽
暦
で
は
七
三
〇
年
二
月
八
日
に
当
た
る
。
立
春
の
三
日
後
。

⑥
参
加
者
は
大
宰
府
の
役
人
と
九
州
諸
国
の
役
人
、
合
計
三
十
二
名
で
、
一
人
一
首
ず
つ
の
歌
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。

２
．
梅
花
の
歌
の
序
文

○
本
文
、
訓
読
文
、
口
語
訳
は
別
紙
参
照
。
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３
．
帰
田
賦
と
蘭
亭
序

①
帰
田
賦
…
…
後
漢
の
官
人
・
文
人
・
科
学
者
で
あ
る
張
衡
（
七
八
～
一
三
九
年
）
が
作
っ
た
文

章
。
『
礼
記
』
や
『
詩
経
』
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
永
和
三
年
（
一
三
八
）

の
成
立
か
。
官
職
を
辞
し
、
田
舎
の
穏
や
か
な
自
然
の
中
で
暮
ら
し
、
書
を
読
み
、

文
筆
に
勤
し
も
う
と
い
う
内
容
。
六
世
紀
成
立
の
『
文
選
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

②
蘭
亭
序
…
…
東
晋
の
時
代
、
永
和
九
年
（
三
五
三
）
三
月
三
日
に
、
王
羲
之
は
名
士
を
蘭
亭
（
浙

江
省
紹
興
市
の
南
西
に
あ
っ
た
亭
）
に
招
き
、
四
十
二
名
で
曲
水
の
宴
を
開
い
た
。

そ
の
時
に
作
ら
れ
た
詩
二
十
七
編
（
蘭
亭
集
）
の
序
文
と
し
て
王
羲
之
が
書
い
た

も
の
（
草
稿
）
。
書
の
名
品
と
し
て
知
ら
れ
る
。

③
蘭
亭
序
と
梅
花
宴
序
と
は
趣
旨
が
共
通
。

・
永
和
九
年
、
歳
在
癸
丑
。
暮
春
之
初
、
会
于
会
稽
山
陰
之
蘭
亭
。
脩
禊
事
也
。
（
蘭
亭
序
）

（
永
和
九
年
、
歳
は
癸
丑
に
在
り
。
暮
春
の
初
め
、
会
稽
山
陰
の
蘭
亭
に
会
す
。
禊
事
を
脩
む

と
し

き

ち
う

け
い

じ

を
さ

る
な
り
。
）

・
天
平
二
年
正
月
十
三
日
、
萃
于
帥
老
之
宅
、
申
宴
会
也
。
（
梅
花
宴
序
）

（
天
平
二
年
正
月
十
三
日
、
帥
の

老

の
宅
に
萃
ま
り
、
宴
会
を
申
ぶ
。
）

そ
ち

お
き
な

い
へ

あ
つ

う

た

げ

の

④
蘭
亭
序
と
梅
花
宴
序
と
に
は
字
句
の
似
た
部
分
も
あ
る
。

・
是
日
也
、
天
朗
気
清
、
恵
風
和
暢
。
（
是
の
日
、
天
朗
ら
か
に
気
清
く
、
恵
風
和

暢

せ
り
。
）

ほ
が

け
い

ふ
う

わ

ち
や
う

・
于
時
、
初
春
令
月
、
気
淑
風
和
。
（
時
に
、
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ら
ぐ
。
）

よ

や
は

⑤
帰
田
賦
と
梅
花
宴
序
と
に
は
字
句
の
よ
く
似
た
部
分
が
あ
る
。

・
於
是
、
仲
春
令
月
、
時
和
気
清
。
（
こ
こ
に
、
仲
春
の
令
月
に
し
て
、
時
和
ら
ぎ
気
清
し
。
）

・
于
時
、
初
春
令
月
、
気
淑
風
和
。
（
時
に
、
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ら
ぐ
。
）

よ

や
は

４
．
元
号
「
令
和
」
に
つ
い
て

①
漢
籍
か
ら
で
な
く
、
日
本
の
古
典
を
典
拠
と
し
た
最
初
の
元
号
。

②
た
だ
し
、
古
代
日
本
の
元
号
に
は
文
献
の
典
拠
の
な
い
も
の
が
多
い
。

・
大
宝
、
慶
雲
、
和
銅
、
霊
亀
、
養
老
、
神
亀
、
天
平
、
天
平
感
宝
、
な
ど
な
ど
、
い
ず
れ
も

喜
ば
し
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
元
号
。

③
当
時
の
国
内
で
最
も
国
際
的
な
場
所
で
あ
っ
た
大
宰
府
で
開
催
さ
れ
た
梅
花
の
宴
（
梅
は
渡
来

植
物
）
に
お
け
る
漢
文
の
序
を
典
拠
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
梅
花
宴
序
に
は
漢
籍
の
影
響
も
大

き
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
「
令
和
」
は
日
本
の
古
典
を
典
拠
に
し
て
は
い
る
が
、
外
国
と

の
国
際
交
流
、
文
化
交
流
を
も
象
徴
す
る
元
号
と
い
え
よ
う
。

④
三
十
二
人
の
人
々
が
集
ま
っ
て
歌
を
作
っ
た
。
そ
の
序
文
で
あ
る
こ
と
に
も
意
味
が
あ
る
。

⑤
典
拠
の
文
脈
は
「
初
春
令
月
、
気
淑
風
和
」
（
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ら
ぐ
）
で

よ

や
は

あ
り
、
「
令
和
」
は
「
令
（
う
る
わ
し
い
）
」
と
「
和
（
お
だ
や
か
）
」
と
い
う
好
ま
し
い
字
義

を
組
み
合
わ
せ
た
元
号
で
あ
る
。
外
務
省
は
「
令
和
」
を
「B

e
a
u
t
i
f
u
l

H
a
r
m
o
n
y

＝
美
し
い

調
和
」
と
訳
し
て
い
る
。
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◎
大
伴
坂
上
郎
女
（
大
伴
旅
人
の
妹
）
に
つ
い
て

旅

人

家

持

大
伴
長
徳

安
麻
呂

大
納
言
大
将
軍

宿
奈
麻
呂

田
村
大
嬢

坂
上
大
嬢

坂
上
郎
女

石
川
内
命
婦

①
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
の
暮
の
頃
、
大
伴
旅
人
は
妻
を
伴
っ
て
大
宰
府
に
着
任
し
た
が
、
翌
神

亀
五
年
の
四
月
頃
、
妻
は
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
旅
人
の
妹
の
坂
上
郎
女
が
大
宰
府
に
下

向
し
た
。
大
伴
氏
の
家
刀
自
（
主
婦
）
と
し
て
の
役
割
を
担
う
た
め
で
あ
ろ
う
。

い
へ

と

じ

②
梅
花
の
宴
の
歌
を
意
識
し
た
と
お
ぼ
し
き
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
年
代
不
明
。
冬
相
聞
）

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
一
首

・
酒
坏
に
梅
の
花
浮
け
思
ふ
ど
ち
飲
み
て
の
後
は
散
り
ぬ
と
も
よ
し
（
八
・
一
六
五
六
）

さ
か
づ
き

う

＊
青

柳

梅
と
の
花
を
折
り
挿
頭
し
飲
み
て
の
後
は
散
り
ぬ
と
も
よ
し
（
笠
沙
弥
）
と
似
る
。

あ
を

や
な
ぎ

か

ざ

③
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
の
暮
、
旅
人
は
大
納
言
に
昇
任
し
て
帰
京
す
る
こ
と
に
な
る
。
坂
上
郎

女
は
、
一
足
早
く
十
一
月
に
都
に
向
か
う
。

④
「
（
天
平
）
七
年
乙
亥
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
尼
理

願

が
死
去
れ
る
を
悲
し
び
嘆
き
て
作
る
歌

り

ぐ
わ
ん

み

ま

か

一
首

短
歌

并

せ
た
り

」
と
あ
る
歌
の
左
注
（
三
・
四
六
一
）

歌
は
省
略

あ
は

右
は
、
新
羅
国
の
尼
、
名
を
理
願
と
い
ふ
。
遠
く
王
徳
に
感
じ
て
聖
朝
に
帰
化
す
。
時
に
大

納
言
大
将
軍
大
伴
卿
の
家
に
寄
住
し
て
、
既
に

数

紀

を
逕
た
り
。
こ
こ
に
天
平
七
年
乙
亥

あ
ま
た

の
と
し

へ

を
以
ち
て
、

忽

に
運
病
に
沈
み
て
、
既
に
泉
界
に

趣

く
。
こ
こ
に
大
家
石
川
命
婦
、
餌
薬

に
は
か

お
も
む

お
ほ
と
じ

に

や
く

の
事
に
依
り
て
有
間
の
温
泉
に
往
き
て
、
こ
の
喪
に
会
は
ず
。
た
だ
、
郎
女
独
り
留
り
て
屍

あ
り

ま

ゆ

も

あ

柩
を
葬
送
す
る
こ
と
既
に
訖
り
ぬ
。
よ
り
て
こ
の
歌
を
作
り
て
温
泉
に
贈
り
入
る
。

を
は

ゆ

⑤
「
大
伴
坂
上
郎
女
、
跡
見

庄

よ
り
、
宅
に
留
ま
れ
る
女
子
の
大

嬢

に
賜
ふ
歌
一
首
」
（
四

と

み
の

た
ど
こ
ろ

い
へ

と
ど

む

す

め

お
ほ

い
ら
つ
め

・
七
二
三
）
、
「
大
伴
坂
上
郎
女
、
竹
田

庄

よ
り
女
子
の
大
嬢
に
贈
る
歌
二
首
」
（
四
・
七
六

た
け

だ
の

た
ど
こ
ろ

む

す

め

〇
）
と
い
う
題
詞
の
あ
る
歌
が
あ
る
。

歌
は
省
略
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◎
上
代
文
献
（
主
に
万
葉
集
）
に
み
る
母

１
．
子
の
命
名

①
既
に
児
生
れ
て
後
に
、
天
孫
就
き
て
問
ひ
て

曰

は
く
、
「
児
の
名
を
何
に
称
け
ば
可
け
む
」

す
で

み
こ

あ
め
み
ま

ゆ

の
た
ま

み
こ

い
か

な
づ

よ

と
い
ふ
。
（
日
本
書
紀

神
代
十
の
３
）

②

天

皇

、
其
の

后

に

命

詔
し
て
言
ら
さ
く
、
「

凡

そ
、
子
の
名
は
必
ず
母
名
け
む
を
、
何

す
め
ら
み
こ
と

そ

き
さ
き

み
こ
と

の
り

の

お
ほ
よ

な
づ

と
か
是
の
子
の
御
名
を
称
は
む
。
」
と
の
ら
す
。
（
古
事
記

垂
仁
）

こ

み

な

い

２
．
娘
の
監
督

①
た
ら
ち
ね
の
母
に
知
ら
え
ず
わ
が
持
て
る
心
は
よ
し
ゑ
君
が
ま
に
ま
に
（
一
一
・
二
五
三
七
）

②
玉
垂
の
小
簾
の

隙

に
入
り
通
ひ
来
ね
た
ら
ち
ね
の
母
が
問
は
さ
ば
風
と
申
さ
む

た
ま
た
れ

を

す

す
け
き

（
一
一
・
二
三
六
四
）
古
歌
集

③
汝
が
母
に
嘖
ら
れ
吾
は
行
く
青
雲
の
い
で
来
吾
妹
子
逢
ひ
見
て
行
か
む
（
一
四
・
三
五
一
九
）

な

こ

こ

わ

ぎ

も

こ

未
勘
国
東
歌

④
た
ら
ち
ね
の
母
に
申
さ
な
君
も
わ
れ
も
逢
ふ
と
は
無
し
に
年
そ
経
ぬ
べ
き
（
一
一
・
二
五
五
七
）

⑤
か
く
の
み
し
恋
ひ
ば
死
ぬ
べ
み
た
ら
ち
ね
の
母
に
も
告
げ
つ
止
ま
ず
通
は
せ

や

（
一
一
・
二
五
七
〇
）

３
．
養
蚕

○
た
ら
ち
ね
の
母
が
飼
ふ
蚕
の
繭
隠
り
い
ぶ
せ
く
も
あ
る
か
妹
に
逢
は
ず
し
て

こ

ま
よ
ご
も

（
一
二
・
二
九
九
一
）

４
．
母
の
思
い

①
旅
人
の
宿
り
せ
む
野
に
霜
降
ら
ば
わ
が
子
羽
ぐ
く
め
天
の
鶴
群
（
九
・
一
七
九
一
）

は

あ
め

た
づ

む
ら

遣
唐
使
の
母

②
う
ち
渡
す
竹
田
の
原
に
鳴
く
鶴
の
間
無
く
時
無
し
わ
が
恋
ふ
ら
く
は
（
四
・
七
六
〇
）

た
づ

大
伴
坂
上
郎
女

５
．
母
へ
の
思
い

①
家
に
在
り
て
母
が
と
り
見
ば
慰
む
る
心
は
あ
ら
ま
し
死
な
ば
死
ぬ
と
も
（
五
・
八
八
九
）

山
上
憶
良

②
出
で
て
行
き
し
日
を
数
へ
つ
つ
今
日
今
日
と
吾
を
待
た
す
ら
む
父
母
ら
は
も
（
五
・
八
九
〇
）

あ

山
上
憶
良

③
真
木

柱

讃
め
て
造
れ
る
殿
の
如
い
ま
せ
母
刀
自
面
変
り
せ
ず
（
二
〇
・
四
三
四
二
）

ま

け

は
し
ら

ほ

ご
と

は
は

と

じ

お
め
か
は

駿
河
防
人

④
わ
が
母
の
袖
持
ち
撫
で
て
わ
が
故
に
泣
き
し
心
を
忘
ら
え
ぬ
か
も
（
二
〇
・
四
三
五
六
）

か
ら

上
総
防
人
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◎
万
葉
集
に
み
る
恋
愛
・
結
婚
か
ら

１
．
女
性
の
名
前

①
難
波
潟
潮
干
に
出
で
て
玉
藻
刈
る
海
未
通
女
ど
も
汝
が
名
告
ら
さ
ね
（
九
・
一
七
二
六
）

な
に

は

が
た

し
ほ

ひ

あ
ま

を

と

め

な

の

丹
比
真
人

②

漁

す
る
人
と
を
見
ま
せ
草
枕
旅
行
く
人
に
わ
が
名
は
告
ら
じ
（
一
七
二
七
）
海
未
通
女

あ
さ
り

③
隼
人
の
名
に
負
ふ
夜
声
い
ち
し
ろ
く
わ
が
名
は
告
り
つ
妻
と
恃
ま
せ
（
一
一
・
二
四
九
七
）

は
や
ひ
と

た
の

柿
本
人
麻
呂
歌
集

④

隠

沼
の
下
ゆ
恋
ふ
れ
ば
為
方
を
無
み
妹
が
名
告
り
つ
忌
む
べ
き
も
の
を
（
一
一
・
二
四
四
一
）

こ
も
り

ぬ

す

べ

柿
本
人
麻
呂
歌
集

２
．
通
う
男
（
通
っ
て
こ
な
く
な
る
男
）

①
足
の
音
せ
ず
行
か
む
駒
も
が
葛
飾
の
真
間
の
継
橋
や
ま
ず
通
は
む
（
一
四
・
三
三
八
七
）

あ

お
と

か
づ
し
か

ま

ま

つ
ぎ
は
し

下
総
東
歌

②
思
は
ぬ
に
到
ら
ば
妹
が
嬉
し
み
と
笑
ま
む
眉
引
き
思
ほ
ゆ
る
か
も
（
一
一
・
二
五
四
六
）

ゑ

ま
よ

び

③
恋
ひ
恋
ひ
て
逢
へ
る
時
だ
に

愛

し
き
言
尽
し
て
よ
長
く
と
思
は
ば
（
四
・
六
六
一
）

う
つ
く

こ
と

大
伴
坂
上
郎
女

④
朝

鴉

早
く
な
鳴
き
そ
わ
が
背
子
が
朝
明
の
姿
見
れ
ば
悲
し
も
（
一
二
・
三
〇
九
五
）

あ
さ

か
ら
す

せ

こ

あ
さ

け

⑤
朝
戸
出
の
君
が
足
結
を
濡
ら
す
露
原

つ
と
に
起
き
出
で
つ
つ
わ
れ
も
裳
裾
濡
ら
さ
な

あ
さ

と

で

あ

ゆ
ひ

い

も

す
そ

（
一
一
・
二
三
五
七
）

⑥
春
雨
に
衣
は
い
た
く
通
ら
め
や
七
日
し
降
ら
ば
七
日
来
じ
と
や
（
一
〇
・
一
九
一
七
）

⑦
陸
奥
の
真
野
の
草
原
遠
け
ど
も
面
影
に
し
て
見
ゆ
と
い
ふ
も
の
を
（
三
・
三
九
六
）
笠
女
郎

み
ち
の
く

ま

の

か
や
は
ら

⑧
相
思
は
ぬ
人
を
思
ふ
は
大
寺
の
餓
鬼
の

後

に
額
つ
く
ご
と
し
（
四
・
六
〇
八
）
笠
女
郎

お
ほ

て
ら

し
り
へ

ぬ
か

⑨
来
む
と
言
ふ
も
来
ぬ
時
あ
る
を
来
じ
と
言
ふ
を
来
む
と
は
待
た
じ
来
じ
と
言
ふ
も
の
を

（
四
・
五
二
七
）
大
伴
坂
上
郎
女

３
．
旅
の
別
れ

①
君
が
行
く
海
辺
の
宿
に
霧
立
た
ば
吾
が
立
ち
嘆
く
息
と
知
り
ま
せ
（
一
五
・
三
五
八
〇
）

遣
新
羅
使
人
の
妻

②
秋
さ
ら
ば
相
見
む
も
の
を
何
し
か
も
霧
に
立
つ
べ
く
嘆
き
し
ま
さ
む
（
一
五
・
三
五
八
一
）

遣
新
羅
使
人

③
草
枕
旅
行
く
君
を
人
目
多
み
袖
振
ら
ず
し
て
あ
ま
た
悔
し
も
（
一
二
・
三
一
八
四
）
作
者
不
明

④
蘆
垣
の
隈
処
に
立
ち
て
吾
妹
子
が
袖
も
し
ほ
ほ
に
泣
き
し
そ
思
は
ゆ
（
二
〇
・
四
三
五
七
）

あ
し
か
き

く
ま

と

も

上
総
防
人

⑤
吾
等
旅
は
旅
と
思
ほ
ど
家
に
し
て
子
持
ち
痩
す
ら
む
わ
が
妻
か
な
し
も
（
二
〇
・
四
三
四
三
）

わ

ろ

お
め

い
ひ

め

や

み

駿
河
防
人
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⑥
色
深
く
背
な
が

衣

は
染
め
ま
し
を
御
坂
た
ば
ら
ば
ま
清
か
に
見
む
（
二
〇
・
四
四
二
四
）

ぶ
か

こ
ろ
も

さ
や

武
蔵
防
人
の
妻

⑦
防
人
に
行
く
は
誰
が
背
と
問
ふ
人
を
見
る
が
羨
し
さ
物
思
も
せ
ず
（
二
〇
・
四
四
二
五
）

と
も

も
ひ

昔
年
の
防
人
の
妻

⑧
君
が
行
く
道
の
な
が
て
を
繰
り
畳
ね
焼
き
ほ
ろ
ぼ
さ
む
天
の
火
も
が
も
（
一
五
・
三
七
二
四
）

た
た

あ
め

狭
野
弟
上
娘
子

⑨

畏

み
と
告
ら
ず
あ
り
し
を
み
越
路
の
手
向
に
立
ち
て
妹
が
名
告
り
つ
（
一
五
・
三
七
三
〇
）

か
し
こ

こ
し

ぢ

た

む
け

中
臣
宅
守

⑩
帰
り
け
る
人
来
れ
り
と
い
ひ
し
か
ば
ほ
と
ほ
と
死
に
き
君
か
と
思
ひ
て
（
一
五
・
三
七
七
二
）

狭
野
弟
上
娘
子

⑪
わ
が
背
子
が
帰
り
来
ま
さ
む
時
の
為
命
残
さ
む
忘
れ
た
ま
ふ
な
（
一
五
・
三
七
七
四
）

狭
野
弟
上
娘
子

４
．
夫
婦

①
わ
が
里
に
大
雪
降
れ
り
大
原
の
古
り
に
し
里
に
落
ら
ま
く
は
後
（
二
・
一
〇
三
）
天
武
天
皇

ふ

ふ

の
ち

②
わ
が
岡
の

に
言
ひ
て
落
ら
し
め
し
雪
の
摧
け
し
其
処
に
散
り
け
む
（
一
〇
四
）

お
か
み

ふ

く
だ

そ

こ

藤
原
五
百
重
娘

③
わ
が
背
子
と
二
人
見
ま
せ
ば
幾
許
か
こ
の
降
る
雪
の
嬉
し
か
ら
ま
し
（
八
・
一
六
五
八
）

い
く
ば
く

光
明
皇
后

④
君
が
た
め
手

力

疲
れ
織
り
た
る
衣
ぞ

春
さ
ら
ば
い
か
な
る
色
に
摺
り
て
ば
好
け
む

た

ぢ
か
ら

き
ぬ

す

（
七
・
一
二
八
一
）
柿
本
人
麻
呂
歌
集

⑤
つ
ぎ
ね
ふ

山
背
道
を

他
夫
の

馬
よ
り
行
く
に

己
夫
し

歩
よ
り
行
け
ば

見
る
ご
と

や
ま
し
ろ

ぢ

ひ
と
づ
ま

お
の
づ
ま

か
ち

に

哭
の
み
し
泣
か
ゆ

其
思
ふ
に

心
し
痛
し

た
ら
ち
ね
の

母
が
形
見
と

わ
が
持
て

ね

そ
こ

る

真
澄

鏡

に

蜻
蛉
領
巾

負
ひ
並
め
持
ち
て

馬
買
へ
わ
が
背
（
一
三
・
三
三
一
四
）

ま

そ
み

か
が
み

あ

き

づ

ひ

れ

お

な

⑥
真
澄

鏡

持
て
れ
ど
わ
れ
は

験

な
し
君
が
歩
行
よ
り
な
づ
み
行
く
見
れ
ば
（
三
三
一
六
）

ま

そ

か
が
み

し
る
し

か

ち

⑦
馬
買
は
ば
妹
歩
行
な
ら
む
よ
し
ゑ
や
し
石
は
履
む
と
も
吾
は
二
人
行
か
む
（
三
三
一
七
）

か

ち

ふ

⑧
防
人
に
発
た
む
騒
き
に
家
の
妹
が
な
る
べ
き
事
を
言
は
ず
来
ぬ
か
も
（
二
〇
・
四
三
六
四
）

さ
き
む
り

た

い
む

き

常
陸
防
人

⑨

紅

は
移
ろ
ふ
も
の
そ

橡

の
馴
れ
に
し
衣
に
な
ほ
若
か
め
や
も
（
一
八
・
四
一
〇
九
）

く
れ
な
ゐ

つ
る
ば
み

な

き
ぬ

し

大
伴
家
持
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【
本
文
】

【
訓
読
文
】

【
口
語
訳
】

梅
花
謌
卅
二
首

并
序

梅
花
の
歌
三
十
二
首

序
を
并
せ
た
り

梅
花
の
歌
三
十
二
首

序
文
を
加
え
た

天
平
二
年
正
月
十
三
日

天
平
二
年
正
月
十
三
日
、

天
平
二
年
正
月
十
三
日
、

萃
于
帥
老
之
宅

申
宴
会
也

帥
の

老

の
宅
に
萃
ま
り
、
宴
会
を
申
ぶ
。

大
宰
帥
の
老
の
屋
敷
に
集
ま
っ
て
、
宴
会
を
開
く
。

そ
ち

お
き
な

い
へ

あ
つ

う

た

げ

の

そ
ち

于
時

初
春
令
月

気
淑
風
和

時
に
、
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ら
ぐ
。

折
し
も
、
初
春
の
良
い
月
で
、
大
気
は
澄
ん
で
風
は
穏
や
か
だ
。

よ

や
は

梅
披
鏡
前
之
粉

梅
は
鏡
前
の
粉
を
披
き
、

梅
は
、
鏡
台
の
お
し
ろ
い
の
よ
う
に
白
く
咲
き
、

ふ
ん

ひ
ら

蘭
薫
珮
後
之
香

蘭
は
珮
後
の
香
を
薫
ら
す
。

蘭
は
、
玉
佩
を
着
け
た
人
と
す
れ
違
っ
た
と
き
の
よ
う
に
香
る
。

は
い

ご

か
う

か
を

加
以

加

之

、

さ
ら
に
は
、

し
か
の
み
に
あ
ら
ず

曙
嶺
移
雲

松
掛
羅
而
傾
蓋

曙

の
嶺
に
雲
を
移
し
、
松
は

羅

を
掛
け
て

蓋

を
傾
け
、

明
け
方
の
峰
に
は
雲
が
た
な
び
き
、
松
は
薄
物
を
纏
っ
て
傘
を

あ
け
ぼ
の

う
す
も
の

き
ぬ
が
さ

差
し
掛
け
た
よ
う
で
あ
り
、

夕
岫
結
霧

鳥
封
縠
而
迷
林

夕

の
岫
に
霧
を
結
び
、
鳥
は

縠

に
封
さ
れ
て
林
に
迷
ふ
。

夕
方
の
山
の
洞
か
ら
は
霧
が
湧
き
立
ち
、
鳥
は
霧
の
帳
に
閉
じ

ゆ
ふ
べ

く
き

う
す
ぎ
ぬ

と
ざ

ま
と

込
め
ら
れ
て
林
の
中
を
飛
び
迷
う
。

庭
舞
新
蝶

庭
に
は
舞
ふ
新
蝶
あ
り
、

庭
に
は
春
に
生
ま
れ
た
蝶
が
舞
い
、

し
ん

て
ふ

空
帰
故
雁

空
に
は
帰
る
故
雁
あ
り
。

空
に
は
去
年
の
秋
に
来
た
雁
が
帰
っ
て
ゆ
く
。

於
是

こ
こ
に
、

こ
こ
に
、

蓋
天
坐
地

天
を

蓋

と
し
地
を

坐

と
し
、

天
空
を
傘
と
し
、
大
地
を
敷
物
と
し
て
く
つ
ろ
ぎ
、

き
ぬ
が
さ

し
き
ゐ

促
膝
飛
觴

膝
を

促

け

觴

を
飛
ば
す
。

膝
を
寄
せ
合
っ
て
、
盃
を
巡
ら
せ
る
。

ち
か
づ

さ
か
づ
き

忘
言
一
室
之
裏

言
を
一
室
の
裏
に
忘
れ
、

一
堂
に
会
し
て
、
内
に
は
言
葉
も
不
要
な
ほ
ど
に
打
ち
解
け
、

こ
と

う
ち

開
衿
煙
霞
之
外

衿

を
煙
霞
の
外
に
開
く
。

外
に
は
良
い
景
色
に
向
か
っ
て
襟
を
く
つ
ろ
げ
る
。

こ
ろ
も
の
く
び

え
ん

か

ほ
か

淡
然
自
放

淡
然
と
し
て

自

ら

放

に
し
、

心
は
淡
々
と
し
て
自
由
で
あ
り
、

た
ん
ぜ
ん

み
づ
か

ほ
し
き
ま
ま

快
然
自
足

快

然
と
し
て

自

ら
足
る
。

気
分
は
快
く
満
ち
足
り
て
い
る
。

く
わ
い
ぜ
ん

み
づ
か

た

若
非
翰
苑

何
以
攄
情

若
し
翰
苑
に
非
ざ
れ
ば
、
何
を
以
て
か

情

を
攄
べ
む
。

文
筆
以
外
の
何
に
よ
っ
て
こ
の
思
い
を
述
べ
尽
く
せ
よ
う
か
。

も

か
ん
ゑ
ん

あ
ら

も
ち

こ
こ
ろ

の

詩
紀
落
梅
之
篇

詩
に
落
梅
の
篇
を
紀
す
。

昔
の
中
国
に
は
落
梅
の
漢
詩
が
あ
る
。

し
る

古
今
夫
何
異
矣

古
今
そ
れ
何
ぞ
異
な
ら
む
。

昔
と
今
と
、
中
国
と
日
本
と
、
何
の
違
い
が
あ
ろ
う
か
。

宜
賦
園
梅
聊
成
短
詠

宜
し
く
園
梅
を
賦
み
て
、

聊

か
に
短
詠
を
成
す
べ
し
。

さ
あ
、
こ
の
庭
園
の
梅
を
短
歌
に
よ
も
う
で
は
な
い
か
。

よ
ろ

ゑ
ん

ば
い

よ

い
さ
さ

た
ん
え
い


